２　南谷夫婦塚遺跡


　この遺跡は東郷池の北、橋津川最上流右岸で、南西から北東に舌状に延びる尾根上（標高７５～８７メートル）に位置している。


　南谷夫婦塚遺跡には、弥生時代の竪穴住居跡２棟、土坑１０基、ピット群が検出されている。


　竪穴住居跡は、いずれも弥生時代後期後半の時期とされている。


　土坑の時期については、不明４基、弥生時代１基、弥生時代後期後半５基と報告されている。


　ピット検出の総数は１３１個であるが、この中には弥生時代後期後半の時期のものもあるとされている。
